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－１－ －４－ 

 

６
月
18
日
（
日
）
地
区
の
招
待
者
287
名
中
136
名
に
出
席
い
た
だ

き
、
平
成
29
年
度
の
内
外
海
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

舞
台
発
表
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
小
濵
旭
座
に
て
行
わ
れ
、
司
会

は
お
な
じ
み
曾
我
廼
家
福
輔
さ
ん
。
内
外
海
保
育
園
の
園
児
の
踊

り
・
歌
に
始
ま
り
、
内
外
海
小
学
校
一
・
二
年
生
児
童
の
劇
、
小
浜

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
地
区
合
唱
サ
ー
ク
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

の
混
声
コ
ー
ラ
ス
と
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
矢
代
区
、
西
小
川
区
、

甲
ヶ
崎
区
が
そ
れ
ぞ
れ
出
し
物
を
披
露
し
た
後
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
演

歌
歌
手
・
高
田
ひ
と
み
さ
ん
が
登
場
し
、
演
歌
シ
ョ
ー
で
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

【 

お
忘
れ
物 

】 

６
月
11
日
（
日
）
の
地
区
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
忘
れ
物
が
あ
り

ま
し
た
。
野
球
の
硬
球
の
入
っ
た

ミ
ズ
ノ
Ｋ
―
Ｋ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
グ
ロ

ー
ブ
袋
（
黒
）
で
す
。
公
民
館
で

預
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
公
民
館
（
久
須

夜
交
流
セ
ン
タ
ー
５
３
‐
２
７

２
４
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 

若
狭
の
散
歩
道 

『
象
が
行
く
』 

そ
の
８ 

象
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
道
を
推
理
し
て

き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
史
実
を
描
く
こ
と

で
、
そ
の
存
在
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
、
織
田
信
長
は

朝
倉
義
景
を
討
つ
た
め
、
敦
賀
に
兵
を
進
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
浅
井
長
政
が
、
挟
み
撃

ち
を
企
て
ま
す
。
こ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
信

長
が
妹
の
お
市
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
袋
に

小
豆
を
入
れ
、
両
端
を
む
す
ん
で
こ
の
危
機

を
知
ら
せ
た
の
で
し
た
。 

信
長
は
、
秀
吉
を
し
ん
が
り
に
し
て
、
京

に
逃
げ
帰
り
ま
す
。
こ
の
時
、
徳
川
家
康
は

小
浜
に
い
ま
し
た
。
彼
も
逃
げ
帰
る
の
で
す

が
、
そ
の
様
子
の
記
述
が
、「
若
狭
郡
県
志
」

に
あ
り
ま
す
。
「
元
亀
元
年
織
田
信
長
公
於

越
前
敦
賀
ニ
テ
朝
倉
氏
与
戦 

東
照
大
神

君
モ
亦
其
行
ニ
従
ヒ
玉
イ
其
帰
路
大
神
君

小
浜
蓮
興
寺
ニ
宿
玉
フ 

而
メ
後
根
来
村

自
針
畑
峠
ヲ
経
朽
木
谷
ニ
出
テ
而
入
洛
シ

玉
フ
ト
云
フ
」 

こ
の
本
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
評
価
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
細
部
で
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
家
康
軍
が
こ
こ
を
越
え
た

の
は
事
実
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
相
当
な
兵

力
が
動
い
た
と
す
る
の
が
、
こ
の
場
合
は
妥

当
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

道
と
し
て
の
存
在
は
確
か
な
も
の
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。 

資
料
提
供
者 

 
 

井
上
耕
養
庵 

  

第
46
回
内
外
海
地
区 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

６
月
11
日
（
日
）
内
外
海
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
内
外
海
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
は
肌
寒

い
ぐ
ら
い
の
天
候
で
し
た
が
次
第
に
晴

れ
渡
り
、
絶
好
の
試
合
日
和
に
。
青
空
の

も
と
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

優
勝 

 

田
烏
支
部 

準
優
勝 

堅
海
・
泊
・
仏
谷
Ｂ
チ
ー
ム 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
競
技
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
） 

優
勝 

 

堅
海
・
泊
・
仏
谷
Ａ
チ
ー
ム 

 

 

 

生
活
習
慣
病
検
診 

実
施 

内
外
海
地
区
の
健
康
状
況
に
つ
い
て 

 

６
月
21
日
（
水
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
生
活
習
慣
病
検
診
（
集
団
け

ん
し
ん
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
時
に
内
外
海
地
区
の
健
康
状
況

に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
え
た
の
で
、
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

「
内
外
海
地
区
の
方
の
健
康
へ
の
意
識

や
関
心
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

健
康
診
断
の
受
診
率
は
年
々
高
ま
っ
て

き
て
い
て
、
一
昨
年
に
は
市
内
で
一
位

に
も
な
り
ま
し
た
。 

た
だ
区
に
よ
っ
て
は
、
仕
事
柄
食
事

が
不
規
則
に
な
る
の
か
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
方
の
割
合
が
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

引
き
続
き
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
、
普

段
の
生
活
か
ら
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
」 

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

畑
美
栄
子
さ
ん
） 

 

 
内外海保育園 踊り・歌 

 

  

内外海小学校 劇「わかがえりの水」 
 

 

〔 

７
月
の
休
館
日 

〕 

３
日
（
月
） 

10
日
（
月
） 

16
日
（
日
・
家
庭
の
日
） 

17
日
（
月
・
海
の
日
） 

18
日
（
火
・
振
替
休
館
日
） 

24
日
（
月
） 

31
日
（
月
） 

   

 

平成２９年度 

祝  内外海地区敬老会
 



                                    

－３－ 

－ 

－２－ 

親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会 

 

６
月
８
日
（
木
）
総
合
運
動
場
に
お
い
て

市
老
連
主
催
の
親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
内
外
海
地
区
か
ら
も
団
体
登

録
で
６
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
入
賞
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
難
コ
ー
ス
を
一
緒
に
回
る
他
地
区
の

参
加
者
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

内
外
海
小 

交
通
安
全
講
習 

 

６
月
２
日
（
金
）
内
外
海
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
全
校
児
童
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
小
浜
署

福
谷
交
番
の
池
野
巡
査
、
市
の
交
通

安
全
指
導
員
、
地
区
の
通
学
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
内

外
海
小
学
校
の
先
生
方
。 

児
童
た
ち
は
、
屋
外
で
活
動
す
る

機
会
の
増
え
る
夏
場
を
控
え
て
、
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を
学
び
ま
し

た
。 こ

の
日
の
後
半
は
各
自
の
自
転
車

を
使
っ
て
の
実
技
学
習
で
し
た
。
な

か
に
は
「
安
全
確
認
を
忘
れ
ず
に
」

と
意
識
し
す
ぎ
た
の
か
、
乗
り
馴
れ

た
愛
車
で
も
、
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て

し
ま
う
生
徒
さ
ん
も
。
「
あ
わ
て
ず

に
、
し
っ
か
り
と
」
と
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。 

 

 

矢
代
区
本
尊
聖
観
世
音
菩
薩
開
帳 

 

５
月
27
日
（
土
）
よ
り
三
日
間
、
福
寿
寺

に
お
い
て
県
指
定
文
化
財
の
「
矢
代
区
本
尊
聖

観
世
音
菩
薩
」
の
開
帳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十

七
年
に
一
度
の
開
帳
で
す
が
好
天
に
恵
ま
れ
、

厳
粛
の
う
ち
盛
大
に
営
ま
れ
ま
し
た
。 

（
こ
の
観
音
様
は
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七

年
）
二
月
、
矢
代
の
海
岸
に
一
隻
の
唐
船
が
漂

着
し
、
そ
の
船
中
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。） 

   

舞
台
発
表
は
全
て
好
評
で

し
た
。
な
か
で
も
、
皆
大
き

な
声
で
し
っ
か
り
と
練
習
の

成
果
を
見
せ
た
小
学
校
児
童

や
、
地
区
挙
げ
て
の
西
小
川

区
の
演
劇
に
は
、
と
り
わ
け

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
感

動
し
た
と
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

午
後
の
部
は
、
せ
く
み
屋

に
会
場
を
移
し
て
の
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。
賀
寿
を
迎
え

ら
れ
る
招
待
者
の
皆
さ
ん
に

は
各
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
花

束
が
贈
ら
れ
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま

し
た
。 

こ
の
後
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と

し
て
再
登
場
の
高
田
ひ
と
み

さ
ん
の
歌
や
カ
ラ
オ
ケ
で
盛

り
上
が
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
会
は

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

招
待
者
の
皆
さ
ん
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
！ 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
日
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

区
長
会
、
婦
人
会
、
青
年
団

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

 
 

 

 
矢代区 舞踊 富永博和さん 

 
西小川区 劇「西小川大漁物語」 

 
甲ヶ崎区 美浜和太鼓衆 “侠” 

 

 

高田ひとみさん 演歌ショー 
 

 

 

 

 

濱本区長会長と福輔さん。 
兄弟漫才？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ファンタジア 「島唄」他 

 

 

小浜中学校 吹奏楽部 
 

 

  


